
【静岡県清水町】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

 

１ 1 人 1 台端末をはじめとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

清水町教育振興基本計画では、「夢を育むー自らの夢の実現に向け主体的に学び未来を

創り出すー」を目指す教育の姿で示しています。また、３つの重点施策の１つ「子ども

の可能性を育む学校教育の推進」を施策としてＩＣＴ教育の充実を目指す。 

 

２ ＧＩＧＡ第１期の総括 

令和２年度までに校内無線ＬＡＮ環境を整備するとともに、児童・生徒１人１台のタ

ブレット端末（Chromebook）整備率 100％を実現し、令和３年度から運用を開始しまし

た。また、コロナ禍においては、端末の持ち帰りによるリモート授業の実施を行うこと

ができ、引き続き、持ち帰り学習の活用を進めている。 

全学校で、授業支援教材として「ロイロノート・スクール」を導入し、校務システム

や Google for Educationのアプリ等を活用し、共通理解・情報共有のうえ、町内全体で

試行・研究を進め授業力向上に努めている。 

  課題としては、学校間や教師間での差が生まれている。また、会議・研修等の実施は

対面形式が主流傾向で、今後、ハイブリッド（対面・オンライン）化の積極的な取り組

みが必要である。 

 

３ １人１台端末の利活用方策 

  １人１台端末の利活用方策として、個別最適化された学びを実現するために、引き続

き１人１台端末環境を継続しつつ、端末の利活用そのものを目的とすることなく、授業

等での適切かつ効果的な活用と児童生徒の主体的な活用を経て、未来の社会で生きいく

ために必要な資質・能力を育む 。 

 

 ⑴ １人１台端末の積極的活用 

児童生徒が１人台端末を自ら考え主体的に活用していくために、児童生徒が学校生

活で１人１台端末を日常のツールとして使用することが当たり前のこととなるよう、

日常的な端末利用が重要であると考えそれを実現するため、教員向けの研修の実施等

により、具体的な利活用例を学校間で共有し授業等での利活用のハードルを下げ、積

極的な活用を促すとともに、授業や家庭学習、学校・家庭間の連絡等、様々な場面で

の１人１台端末活用を進める。 

 



 ⑵ 個別最適・協働的な学びの充実 

児童生徒が、自ら調べたり、考えをまとめたり、発表・表現したりする場面におい

て、1人 1台のタブレット端末を活用し、より主体的に学習に取り組む授業づくりを推

進していきます。授業支援ソフトを活用することで、教職員が児童生徒の学習状況を

把握し指導援助に活かすことや、児童生徒同士が互いの考えに触れ自身の考えを広め

たり深めたりしていく協働的な学びを充実させることを図っていきます。また、児童

生徒が自分のペースで課題に取り組める個別最適な学びの環境を整備します。ＩＣＴ

教育担当者会などを通じて、効果的な活用事例を共有し、より一層の充実を図ってい

きます。 

 

 ⑶ 学びの保障 

不測の事態により全員が一斉に登校しての授業実施が困難になった場合や、様々な

理由により登校が難しい、特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対して一人ひと

りの特性に合わせたきめ細やかな支援を行ったり、別室登校や不登校傾向の児童生徒

に対して教室から離れていても学び続けられる環境を提供したり、外国籍の児童生徒

に対して翻訳等言語の壁を越えた学習支援を行ったりする際に、ＩＣＴの利活用を模

索し多様なニーズに対応していきます。 

 

【１人１台端末の利活用指標及び目標】 

項目 評価の指標（KPI） 目標値（目標年度） 

１人１台端末の

積極的な活用 

ＩＣＴ支援員（情報通信技術支援員）の配置 100％（Ｒ６） 

授業で端末を週３回以上活用している学校の割合 100％（Ｒ６） 

個別最適・協働

的な学びの充実 

児童生徒が自分で調べる場面において１人台端末を

週３回以上使用させている学校の率 

100％（Ｒ８） 

児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場

面において１人台端末を週３回以上使用させている

学校の率 

100％（Ｒ８） 

教職員と児童生徒同士がやりとりする場面において

１人台端末を週３回以上使用させている学校の率 

100％（Ｒ８） 

児童生徒同士がやりとりする場面において１人台端

末を週３回以上使用させている学校の率 

100％（Ｒ８） 

児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課

題を取り組む場面おいて１人台端末を週３回以上使

用させている学校の率 

100％（Ｒ８） 



学びの保障 希望する不登校児童生徒への端末を活用した授業の

参加・視聴の機会を提供している学校の率 

100％（Ｒ８） 

希望する児童生徒への端末を活用した教育相談を実

施している学校の率 

100％（Ｒ８） 

外国人児童生徒に対する学習活動等の支援に端末を

活用している学校の率 

100％（Ｒ８） 

障害のある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を

要する児童生徒の実態等に応じて端末を活用した支

援を実施している学校の率 

100％（Ｒ８） 

 

 

 

 


